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ま ち づく
り

豊かな暮らし
未来へ

向

けて

平成5 年度予算( 案) まとまる

3 月5 日 号　主 な 内容

平成5 年度
予算( 案) のあらまし( 1) ( 3)～( 5)面

みんなの健康ほか( 2) 面

くらしの情報( 6) ( 7) 面

情報コーナー( 8) 面

平
成
5
年
度
の
区
の
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
総
額
は
2
干
9
6
3億円
余
り
。
こ
の
う
ち
、
一
般

会
計
は
2
干
1
9
4億円
余
り
で
、
前
年
に
比
べ
口
%
の

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
案
は
、「
ま
ち
づ
く

り
」
、「
地
域
保
健
福
祉
」、「
生
涯
学
習
」
の
三
本
の

柱
の
推
進
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
案
の
主
な
事
業
を
1
面
と
3
F
5

面
に

わ
た
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
予
算
(
案
)

は
、
3
月
開
催
の
第
1
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
さ

れ
ま
す
。

平成5 年度足立区予算(案) 概要

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と

い
え
る
ま
ち
に

昭
和
6
1
年
1
9一
月
に
始
ま
っ
た
大
型
景
気
も

バ
ブ
ル
の
崩
擾
で
終
わ
り
、
平
成
4

年
度
の

実
質
経
済
虞
長
率
は
1
.
6
%と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
政
府
は

、
今
後
の
経
済
見
通
し
に
つ

い
て

「
平
成
5

年
度
後
半
に
は
内
需
中
心
の

持
続
可
能
な
成
長
経
路
に
移
行
す
る

」
と
し

て

、
実
質
経
済
庚
長
率
を
3
.
3
%に
設
定
し
て

い
ま
す

。

平
成
5

年
度
の
国
の
一
般
会
計
予
算
は

、

対
前
年
度
比
0
.
2
%増
と
緊
縮
型
で
す
が
、
景

気
回
復
を
図
る
た
め

、
投
資
部
門
で
6
%

の

増
、
財
政
投
融
資
計
画
で
は

、
1
2・
2
%

の

増
を
見
込
む
な
ど
景
気
に
配
慮
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す

。

東
京
都
で
は

、
都
税
収
入
が
大
幅
に
落
ち

込
み
、
一
般
会
計
で
は
1
4年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

ス
3
%

予
算
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
に

、
当
区
を
取
n
眷
く
財
政
環

境
は

】段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す

。

足
立
区
で
は

、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
計
画
事
業
の
達
成
を
め
ざ
し
た
年

間
総
合
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

編
成
の
大
き
な
柱
は
、
区
の
重
点
課
題
で

あ
る
(
1
)ま
ち
づ
く
り

、
(
2
)地
域
保
健
福
祉

、
(
3
)

生
涯
学
習
推
進
の
3

つ
で
す

。

次
に
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
地
球
に
や
さ

し
い
環
境
づ
く
り
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
国

際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
緊
急
課

題
で
あ
り
ま
す
エ
イ
ズ
の
拡
大
防
止
、「
日
暮

里
・
舎
人
線
」、「
常
磐
新
線
」
関
連
施
策
に

も
重
点
的
・
効
率
的
に
財
源
を
配
分
し
編
成

し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、
実
施
計
画
の
8
9事

業
中
8
7事
業
を
予
算
化
し
前
年
度
比
で
は
5
.
8
%

の
増
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
な
ど
の
新
規
・
拡
充
事
業

は
8
4事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
が
2
千
胴
億
8
9

百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
1
.
7
%増を
確
保

い
た
し
ま
し
た
。

財
政
環
境
が
厳
し
い
状
況
で
も
、
2
1世
紀

を
見
据
え
た
区
民
生
活
の
安
定
と
企
業
活
動

に
活
力
を
与
え
る
行
財
政
の
展
閧
を
図
っ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
施
策
を
展

開
す
る
た
め
の
財
源
は
、
こ
れ
ま
で
計
画
的

に
積
み
立
て
た
各
種
基
金
を
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

今
年
度
は
、
財
政
環
境
が
大
変
厳
し
い
中

で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
区
政
の
直
面

す
る
課
題
に
取
り
組
み
、
計
画
事
業
を
実
施

し
て
い
く
予
算
編
成
が
で
き
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
で
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い

え
る
足
立
区
」
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
長
　古
性
直
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綾
瀬
川
ワ
ー
ス
ト
1

脱
却
を
目
指
し
て

第
7
回
河
川
懇
談
会

区
の
東
部
を
流
れ
る
一
級
河

川

「
綾
瀬
川

」
の
汚
れ
は

、
全

国
で
1

番
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
不
名
誉
な
記
録
は
1
9一
年

間
続
い
て
い
ま
す

。

そ
こ
で
昭
和
6
1
年
に
建
設
省

を
は
じ
め
足
立
区
を
含
む
関
係

自
治
体
が
、
綾
瀬
川
浄
化
の
た

め
に
河
川
懇
談
会
を
設
け
ま
し

た
。7

回
目
を
迎
え
る
今
年
は

、

2
月
5
日
に
八
潮
市
で
開
催
さ

れ
、
こ
の
1
年
間
の
活
動
経
過

と
来
年
度
の
事
業
方
針
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
水
質
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

下
流
部
の
内
匠
櫺
付
近
で
第

1
期
の
目
標
を
達
成
し
、浄

化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る

▽
西
暦
2
0
0
0

年
を
目
標
に

定
め
た
水
質
浄
化
計
画
の
第

1
次
計
画
が
1
9
9
3

年
に

終
了
。
そ
こ
で
中
流
部
の
水

質
改
善
に
重
点
を
置
い
た
第

2
次
計
画
の
見
直
し
が
昨
年

か
ら
3
ヵ
年
の
予
定
で
行
わ

れ
て
い
る

▽
足
立
区
の
下
水
道
晋
及
率
は

平
成
3
年
度
末
に
8
2
%に
達

し
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
る

▽
規
制
対
象
事
業
所
の
排
水
の

戔
尿
は
、
常
に
8
0
%を
上

回
り
良
好
な
状
態

▽
今
年
度
は
河
川
浄
化
促
進
に

次
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
ま

し
た

(
1
)
平
成
4
年
5
月
に
越
谷
市
内

で
刈
川
直
接
浄
化
施
設
の
建

設
が
起
匚
さ
れ
、
3
年
計
画

で
現
在
施
工
巾

(
2
)
同
年
8
月
、
巾
川
と
結
ぶ
綾

瀬
川
放
水
路
の
暫
定
通
水
が

行
わ
れ
、
9
月
か
ら
は
、
浄

化
用
水
の
試
験
的
な
導
入
を

開
始

(
3
)
同
甲
1
1月
、
佶
加
市
の
不
要

と
な
っ
た
汚
水
処
理
場
を
再

刊
円
し
、
河
川
浄
化
が
業
に

む
L

V
「
綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調

査
」
に
は
、
4
5人
の
区
民
の

方
が
参
加

「
綾
瀬
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
に
は
、
8
7団
体
、
5
2
8
　

大
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
区

民
の
皆
さ
ん
に
川
へ
の
関
心

や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ペ
ン

ト
は
来
年
度
も
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

ま
た
、
河
川
の
浄
化
に
功
績

の
あ
っ
た
団
体
の
表
彰
も
行
わ

れ
、
足
立
区
か
ら
は
「
せ
せ
ら

ぎ
グ
ル
ー
プ
」(代
表
・
三
井
元

子
氏
)
が
受
賞
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
綾
瀬
川
の
浄
化
の

た
め
に
、
垳
(
が
け
)
川
や
毛

長
川
で
も
浄
化
実
験
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
河
川
浄
化
に
は
区

民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
方
々
の

協
力
は
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん

も
川
ヘ
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。
油

を
じ
か
に
捨
て
な
い
。
洗
剤
の

使
い
過
ぎ
な
ど
に
注
意
す
る
な

ど
河
川
へ
の
気
配
り
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

環
境
課
調
査
係
　

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

八潮市で行われた第7 回河川懇談会

毎 年 、成 果 を あげ て い る毛 長 川 浄化 実 験 施 設

全国 汚 濁 ワ ー ス ト1 の一 級 河 川 綾 瀬川

保
健
ガ
イ
ド

講
演
会

痴
呆
性
老
人
の

対
応
の
コ
ツ

痴
呆
性
老
人
を
抱
え
、困
っ

て
い
る
ご
家
族
の
方
を
対
象

に
、講
演
会
を
閧
催
し
ま
す
。

日
時
3
月
1
9
日
(
金
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

足
立
保
健
所

講
師

高
僑
正
雄
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
保
健
指
導

a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

わ
く
わ
く
体
操

リ
ズ
ム
に
の
っ
て

ス
ト
レ
ッ
チ

気
持
ち
良
い
運
動
で
、
心
身

共
に
さ
わ
や
か
に
。
や
さ
し
い

指
導
で
初
心
者
の
方
も
安
心
し

て
健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

日
時
3

月
2
2日
(
月
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
血

丐

体
重
測
定

講
師

福
井
宗
代
氏
(
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
)

服
装

運
動
し
や
す
い
も
の

定
員
1
5
人

申
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

江

北
保
健
相
談
所

眥
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

募
集
し
て
い
ま
す

非
常
勤
保
健
婦

対
象

保
健
所
が
行
う
専
門
相

談
に
関
心
が
あ
っ
て
免
許
を

持
っ
て
い
る
5
0歳
未
満
の
方

勤
務
先

足
立
保
健
所
、
ま
た

は
千
住
保
健
所

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
　
1

千
庄
保
健
所

登
(
3
　
8
8
8
)
4
2
7
7

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004

東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171

中 央 本町 保 健 相 談所 　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

愛称が決まりました

『千住温水プール
スイミ ー』

平
成
5
年
5
月
オ
ー
プ
ン

予
定
の
、
千
寿
本
町
小
学
校

の
地
下
1
階
に
で
き
る
温
水

プ
ー
ル
の
愛
称
募
集
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

区
で
は
厳
正
に
選
考
し
た

結
果
、
浅
賀
豊
さ
ん
(
千
住

橋
戸
町
在
動
)
の
「
千
住
温

水
プ
ー
ル

ス
イ
ミ
ー
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
者
の
中
か
ら

抽
選
で
1
0大
の
方
に
記
念
品

を
お
贈
り
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
体
育
施
設
建
設

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

5 月のプールオープ ンにむけて建設中 の千寿
本町小学校( 学校は4 月に開校予定)

広
報
ビ
デ
オ
に
出
演

し
て
み
ま
せ
ん
か

区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

区
で
制
作
し
て
い
る
「
広
報
ビ

デ
オ
」
で
。
区
を
P
R
し
て
く
だ

さ
る
明
朗
快
活
な
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
1
8歳

以
上
の
方

応
募
方
法

履
歴
書
に
顔
写
真
添

付
の
う
え
郵
送
、
ま
た
は
直
接

窓
口
へ

※
謝
礼
、
採
用
方
法
等
く
わ
し
く

は
、
広
報
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

庄
)
・
広
報
課
ビ
デ
オ
担
当
、

〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
-
1
8

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

あ な たも 区 民 レポー タ ーに チ ャレ ンジ し てみ ませ ん か



1993 年( 平成5 年) 3 月5 日 あ だ ち 広 報 第993 号( 3)

平
成
5
年
度
の
主
な
新
規
事
業

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
ほか

▽
社
会
福
祉
法
人
設
立
援
助
事

業
1

億
5
千
1
6万
円

▽
福
祉
事
務
所
の
建
設

7
千
棚
万
円

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

建
般
2

億
6
千
4
6
7万円

▽
重
度
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

運
営
委
託
8

千
5
万
円

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
　

7
千
7
3
9万円

▽
生
物
園
の
開
設

2
億
9
千
8
7
8
万
円

▽
電
線
類
の
地
中
化

1
億
3
千
Ⅲ
万
円

▽
建
設
残
土
の
再
利
用

9
5
5
万
円

▽
交
通
安
全
施
設
整
備
(
一
般

事
業
分
)

1
千
囹
万
円

▽
都
市
景
観
サ
イ
ン

事
業

1
千
2
5
2万円

▽
防
災
生
活
圏
促
進

9
0
0万円

▽
教
育
研
究
所
の
開
設

1
億
2
6
5万
円

▽
教
育
振
興
公
社
の
事
業
開
始

4
億
2

千
7
8
3万
円

▽
(
仮
称
)
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル
の
開
設1

億
1
1
5万
円

▽
管
弦
楽
と
合
唱
の
た
め
の
組

曲
制
作
Λ
組
曲
の
発
表
等
▽

1
千
5
9
9万
円

▽
(
仮
称
)
伊
興
遺
跡
公
園
の
開

設
6
5
5

万
円

▽
(
仮
称
)
花
畑
セ
ン
タ
ー
の
改

築
1

億
1
千
3
4
2万
円

▽
(
仮
称
)
生
涯
学
習
総
合
施
設

の
建
設

2
億
3
0
5
万
円

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
改

修
整
備
3

億
円

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
棟
整
備

1
千
4
6
1万円

▽
衆
議
院
議
員
選
挙
・
最
高
裁

国
民
審
査
8

千
9
7
8万円

▽
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

1
億
7
2
4
万
円

沍 趾 匠T 亙 已 に 汞回7 て

公
社
等
を
通
じ
て
行
う
主
な
事
業

<
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
>

□
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

4
千
7
7
1万円

歌
舞
伎
鑑
賞
講
座
や
薪
能
の

上
『

東
京
フ
ィ
ル
(
I
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
の
名
曲
コ
ン
サ
ー

ト
、
区
内
音
楽
冢
に
よ
る
ソ
ロ

柵
奏
会
、
足
立

文
化
寄
席
な
ど

楽
し
い
催
し
を
<
a

圃
し
て
い
ま

す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
充

実
2

千
2
1
8
万
円

見
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
親

善
試
合
な
ど
、
参
加
し
て
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
す
。

□
各
種
講
座
等
の
充
実

9
千
9
1
5
万
円

外
国
語
講
座
や
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
学

校
週
5
日
制
に
対
応
し
た
事
業

な
ど
た
く
さ
ん
の
講
座
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

<
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

社
>

□
民
地
に
よ
る
快
適
環
境
整
備

へ
の
援
助
7

千
6
4
2
万
円

快
適
環
境
の
創
造
の
た
め
、

自
主
管
理
広
場
・
歩
道
な
ど
を

提
供
し
て
い
る
協
力
者
に
対
し

て
、
そ
の
整
備
費
の
一
部
を
援

助
し
ま
す
。

□
プ
チ
テ
ーフ
ス
の
設
置
事
業
　

7
千
4
9万
円

ま
ち
の
中
に
ゆ
と
り
あ
る
空

間
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
都

市
緑
化
の
推
進
、
都
市
景
観
の

演
出
、
安
全
の
向
上
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
空
間
な
ど
の
機
能
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

□
彫
刻
の
設
置
事
業4

手
枷
万
円

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
の
景
観
を

整
備
し
、
快
適
で
心
ふ
れ
あ
う

美
し
い
ま
ち
の
形
成
を
図
り
ま

す
。<

足
立
区
勤
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
>

□
区
か
ら
の
受
託
事
業

4
千
Ⅲ
万
円

内
職
の
あ
っ
せ
ん
・
相
談
、

技
能
習
得
援
助
事
業
、
会
館
の

管
理
な
ど
を
吁
い
ま
す
。

□
余
暇
に
か
か
わ
る
事
業
(
自

主
事
業
)
1
億
6
千
6
8万
円

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

は
じ
め
、ふ
る
さ
と
体
験
鄒
業
、

自
己
啓
発
の
た
め
の
講
座
や
講

演
会
、
未
婚
の
男
女
の
ふ
れ
あ

い
事
業
な
ど
を
行
い
、
巾
小
へ
に

業
に
働
く
皆
さ
ん
の
余
暇
を
応

援
し
ま
す
。

□
生
活
安
定
・
健
康
維
持
増
進

事
業
(
自
主
事
業
)

1
億
3
千
4
9
3万円

会
員
(
中
小
企
業
動
労
者
)

を
対
象
に
し
た
慶
弔
給
付
金
、

生
活
資
金
融
資
、
個
人
年
金
制

度
の
提
供
、
人
間
ド
ッ
ク
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
利
用
補
助

を
行
い
、
勤
労
者
の
福
利
厚
生

事
業
を
進
め
ま
す
。

<
足
立
あ
い
あ
い
公
社
>

□
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス6

0
7万
円

あ
っ
た
か
サ
ー

ビ
ス
の
輪
を

一
層
広
げ
ま
す
。

□
宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス

4
千
3
5
6万
円

高
齢
者
に
有
料
で
昼
食
を
宅

配
し

、
自
立
生
活
を
手
助
け
し

ま
す
ズ

ー
部
の
地
域
で
実
施
)

□
資
産
活
用
サ
ー
ビ
ス

8
4万
円

高
齢
者
が
居
庄
し
て
い
る
上

地
を
担
保
に
、
在
宅
生
活
資
金

を
融
資
し
ま
す
。

<
足
立
区
水
と
緑
の
公
社
>

□
親
水
施
設
な
ど
の
保
全
事
業

2
億
9
千
6
3万
円

区
民
が
安
全
で
快
適
に
利
用

し
、
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
施
設
に
し
ま
す
。

□
自
然
保
護
・
緑
化
推
進
事
楽

4
千
6
7
0万円

苗
木
配
布
、
荒
川
の
自
然
保

護
な
ど
、
緑
や
自
然
の
回
復
を

図
り
、生
活
を
豊
か
に
し
ま
す
。

□
環
境
保
全
調
査
・
普
及
串
業

4
千
5
4
3万円

住
民
意
識
調
査
、
環
境
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
環
境
問
題
を
区
民
と

と
も
に
考
え
ま
す
。

<
㈱
足
立
都
市
活
性
化

セ
ン
タ
ー
>

□
区
か
ら
の
受
託
事
業

3
千
8
5
7万円

商
店
街
の
活
性
化
・
ま
ち
づ

く
り
に
闃
す
る
事
業
、
産
業
情

報
の
収
集
・
擬
供
事
業
を
行
い

ま
す
。

□
会
社
独
自
事
業

商
店
街
駐
車
場
開
設
・
運
営

亊
業
、
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開

発
事
業
、
宣
伝
・
広
告
・
イ
ベ

ン
ト
事
業
を
行
い
ま
す
。

<
足
立
区
教
育
振
興
公
社
>

□
生
涯
学
習
講
座
等
の
学
習
機

会
の
提
供
事
業
(
自
主
事
業

を
含
む
)
1

千
6
3
2万円

あ
だ
ち
区
民
大
学
講
座
や
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
学
習
機
会
の
提

供
を
し
ま
す
。

□
生
涯
学
習
の
啓
発
と
助
成
事

業
(
自
主
事
業
)
4
8
3万
円

生
汪
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学

習
グ
ル
ー
プ
へ
の
助
成
な
ど
を

行
い
ま
す
。

景 観 を 整 備 し、美 しい 街
づ く りを 推 進 しま す

平成5 年度一般会計当初予算(案) の内容

財源別歳入予算額
歳入に占める特別区税の割合21. 6%

性質 別歳 出予 算 額
人件費などの義務的經舞38. 0%

目的別歳出予算額
トップは民生薺28. 7%
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予 算案 の 主 な 事業
緊急 課 題 へ の 対 応

河川浄化事業の促進
「( 仮称)平成泉橋落水用水処理

施設」の設置工事　　　　　　　　　9, 794万円

( 仮称) 平成 泉橋 から の 散水 施設の 水 量

確 保と 水質浄 化。 垳川 の河 川浄 化の た め
の 水処理 施設 をつ くり ます 。

都
市
農
業
公
園
船
着
場
イ
メ
ー
ジ
図

まち づく り 施 策 の 展 開
公 園 造成 「(仮 称) 都 市提携 記 念
生 物園 」 の建 設　　　　　　11億898万円

元渕 江 公園 内に 、 値物や 昆虫 など の 生

靭胃 を 建設 し ます 。
生物 と 直接 のふ れあ いを 通し て、 自黙

の 大 切さ や、自 然 と人 間の 関わ り方 を 考

え る場 とす るも の です 。ま た。 各提 携 都
市に生 息す る昆 虫 など を集 め、 生初 を媒

介とし た交 流 拠点 とし ます 。(平 成5 年 度
中 に闘 設 する 主な 施設 参照)

レクリ エ ーシ ョン 施設 の整 備

「(仮 称) 平成 泉 橋人道 橋架 橋工 事」
1 億7, 400万円

足立 区と 八潮 市 の闃を 砥 れる 「垳 川 」
に 架け る 橋。 嬬の 両珊 と中 央部 を広 げ て

ペン チ や畷 水 施設 を設け ま す。 八肩 市と
の 交呎 のシ ンボ ル とし ます 。(平 成5 年 慶

中 に闖 設す る 主な 施設 参照)
「(仮 称) 神明 三丁 目( 神明 水の 森) 公園

」
の造 成　　　　　　　　　1, 467 万円

垳川 に架 橋さ れ る( 仮称) 平 成果 橋と
一 体的 に整 備。 神明 ・ 六木 遊歩 逧( 武 蔵

野の路) の 拠点 と なる もの です 。
公園 内に 垳川 の 水を 浄化 する 装置 を設

け 、団 内の 池に 利用 す ると とも に、 人 迺

棍 より 垳川 に 放呎し 、 阿川 浄化い 担を

にな いま す。

聞 設は 平成7 年7 月 の 予定 です 。

河川 利用 事業 の推 進
「足 立区 舟運 整 備計画 」

7, 832万 円

区 民へ 観水 空 闖を 提供し 、 又 匣に望 ま
し い 船利 用が でき るよ う 燈備し ま す。 荒

川に 、区 内か ら 蒭西臨 厩 公園 まで を将 来
的 に はル ート とし て 船を 就航 させ 、都 市

農菓 公園 、(仮称) 宮城 二丁 目公 園( 江 北
橋緑 地) 、虹の 広場 、五 反 野似地 に 船笛 賜
を 予 足し てい ます 。

平 成7 年度 就 航予定 です 。

公 害 知識 の普 及 啓発

環 境副 読本 の作 成　　　　876 万円
小学校3～4年生を対象に、将来にわ

た り 環境に や さし い生 活 像式を 身に つ け

て も らい 、氛 庭で も実 践で きる よう な 、
区 の 特徴を と り入 れた 環 境敵育 副 詞京を

乍 成し ま す。
電 気自 動車 の導 入　　　2, 155 万円
現 在。 最も 低公 害と い われる 電 気自 励

皿 を 、区 内関 係施 設を 中心 に。 計回 的 に
導 入し 、 区内 での 普及 を目 指し ま す。

平成6 年 度 以降 、区 で所 有す る 軽自 動
串 の全 てを 電 気自 勣車 とし ます 。

生涯学習推進施策の展開
( 仮称) 児童文 化 セン ター・
ホ ール の建設　　　　　113 億5, 340万円

科学 に閲す る 知詢向 上と 啓 発を 図る こ
と を目 的とし た「科学 センタ ー 機 能」。健

余 育成 に係 わる 人々の 研修 の場 、 交阨 ・
情 報交 換の 鳩とし ての 「健 全育 威 センタ
ー 機能」。区民 か 優れた 芸術 鑑賞 の でき る

場 とし て、 また区 民の 創 遇的文 化 活助 の
発表の 場とし て の「ホ ール 機能 」。以上 の3

つの 機能を も った全 区的 生 胚字 召施及

とし て 、碪設 中で す。(平成5 年 度中 に開
設す る 主な 施設 参照)

「管 弦楽と 合唱 のた めの 組曲 」制 作
1, 599万円

区 制刪 周年 を記 念し 、「管弦 楽 と合 嚊の
ため の 組曲」 を制 作し ます 。

作詩 なかにし 礼 さん 。作 曲團 伊 玖磨さ
ん。 足 立区の 音楽 文化 の振 興と 区の イメ
ージ ア ップ を 図る ため 、楽 訝やcD も制

作し ま す。ま た、 組曲 の初 演は 児 童文化
セン ター のこ けら 落とし とし て 演 毒され
ます 。

( 仮称) 伊興 遺跡公 園 の建設
2 億4, 420万 円

伊興遺 鮮 の特 色と 堅史的 考 察を 明ら か
にし た、 屋 外の 溥物 館と もい える 公園 で

す。
こ の公 園 は、 公園 部分( 屋 外) と展 示

館か らなり 、歿 外に は竪穴 住 居や力 形 周
蓆墓 を 硬元し 、 屋内に は 、邇初 の埋 蔵状
況の わか る地 層の 断面 や出 土品など を 展

示し ます 。(平 庇5 年 慶中に 鬩 設す る主 な
施設 参照)

子 ど も 向 け「 生 涯 学 習 情 報 紙 」の 作 成

1, 222 万 円

子 ど も た ち の 「 地 域 の 学 び 」 銛 勁 を 戔

援 す る た め 、 小 ・ 中 学 生 向 け の 生 蛋 学 習

情 報 紙を 提 供 し ま す 。 足 立 の 文 化 尉 や自

怱 、 観 察 ゾ ー ン 、 区 内 外 の 施 設 の 利 用 ガ

イ ド な ど を 偈 載 し ま す 。

学校教育の充実
千 寿桜 小学 校建 設　　　33 億8, 304万 円

よ り 良 い 教 育 環境 を 整 備す ると と も
に 、足 立区 にお ける21 世紀 のモ デル 校を
目指 し て千 寿桜 小学 校を 建設 しま す。

児 莖 の生 活の 場とし て ゆと りの ある 空

閧 を 卿え、 体 育館、 図 書蜃、 多 目的 ホー
ル辱を 閲及 し 。地域 に 開か れた学 校と し

ます。

所 在 地は千 住 桜木 一丁 目8 番15号、 開

校は 平成6 年4 月の 予定 です 。

千寿桜 小学 校完 成予 想図

地域保健福祉施策の展開
社 会福 祉法 人設 立援 助 事業

1 億5, 016万円

足立区 肢 体不自 由 児 者父 母の 会か推 進
し ている 、 社会 福祉 法 人の 設立お よ び身

体 潭害 者 通所授 産 施般( 仮称)「 足立あ か
しあ 園」 の 建設を 援 助し ます 。

特別 養 護老 人ホ ーム・高 齢者 在宅
サ ービ スセ ンタ ーの 建設

13億3, 952万円

( 仮称) 高 齢 者複合 施設「六 月」
( 六 月一 丁目551 番2 外)

特別 攬麹 老人 ホー ムa 鱆1 、軽貴 老人

ホ ームで あ るケ ア ハウス( 定 貝頻)人) の
ほ か、高 齢 者 在宅サ ービ ス センタ ー 、ボ

ラ ンテ4 ア センタ ー を併設 。 区中 央s の

在 七福 祉サ ービ スの 拠点蓖 股とし ま す。
関 股は、 平 吭7 年 度の予 定で す。

( 仮 称) 高齢 者を 右サ ーピ ヌセ ンタ ー
「日の 出 」(日 ノ出 町27番)

千住 堆瘟 の在宅 高 齢 翕のサ ービ ス 抵点
とし て、 ティ ボ ー厶 、機 能 訓練、 亀 食サ

ーピ ヌ、 入 浴サ ービ スなど を 実 施。開 畿
は、 平成6 年春 の予 定です 。

高 齢者・心 身障 害 者(児)
登録ホー厶ヘルパー派遣

3 億1, 548万 円

派遣対 象 ・時間 を 拡大し ます。
対耋-・・現 産 介握 者か いる ため に薫 遣し て

い ない 世帯 に対 し、 その 介 護者 が冠 婚
葬 祭 や学 校零 の 公的 行李 へ 参 加 し た
り 、休 養を とる など の一 時的 に 介護 が

必 要 な場 自 に 対 し ても 派 遣 を 行 い ま
す。 年間36 時 嵋を限 度。

時間 ‥・日常 生 活状 況か 最 囎度の 状恵 にあ
る 世帯に 対 し、 週18胯間 から 週21時 問
を限 度に し 、毎 日派 還で きる よう にし

ます 。( 従来 は週18 時問 まで)

ねたき り高 齢 者・重 度心 身障 害 者
巡 回 入浴 事業

1 億9, 257万円

入浴 サ ービ スの実 施 回数 をI 人 年24回
か ら1 人年30 回へ 拡充 しま す。

高 齢者 在宅 サービ ス セン ター にお け る

施流 入俗に つ いても 、 同時 に、1 人 年30
回 に 拡充し ま す。

乳 幼児医 療 費助成 事業　　　　7, 739万円

3 歳禾 眞 の児童 にか かる 医療 費の うち
医 療隈険 の自 己負 扣 分を助 呎し 、乳 幼児

の 保健の 向 上と。 児 璽福祉 の増 進を 図り
ます 。平 成5 年10月か ら実 篦し ます 。

( 仮称) 那 須 区民保 養所 「那 須・森 の 家」
14億1, 991万円

幅広い 利用 毒屑 を対 象と した 、区 民の
健康 増進 とレ クリ エー ショ ンの ため の 保

養 施設を 那須 高原 に 建設し ます 。(平 成5
年 度中に 聞 殿する 主な 施設 参照)

健康診 査 の推 進　　　　　5 億7, 802万円

健 康診 査の 機会 を提 供す るこ とに よっ
て、 区民 の 健潁の 保持 、増 進を 図っ てい

きま す。
成人健康診査( 40～65歳未跼) 、高齢者

健康 診査( 65歳 以上) 、消 叱 器がん 検診( 35
歳以 上) 、女 性がん 検診( 31 歳 以 上) 、 節
目健 康診 査( 40 、50、60歳)

( 仮称) 高 齢者 複合 施設「六月 」完成 予 想図

平
成
5
年
度
中
に
開
設
す
る
主
な
施
設

(
1
)
所
在
地
　
(
2
)
規
模
　
(
3
)
主
な
施
設
　
(
4
)
開
設
時
期

● ( 仮称) 関 原・ 本木 住区 セン ター

①関原 一 丁目21番　 ② 鉄筋 コン クリ ート 遜2
階 建　延床 面 碕818. 83㎡　 ③児 童 饌・ 老人 館
・集 会室　 ④ 平成5 年9 月 予定

● 千 寿本町 小学 校 ・千 住温 水プ ール
① 千 佳三 丁目30番 ② 鉄筋コ ンク リート 造
池 上4 蔆 、地 下1 階　 延床面 積9. 067㎡(プ ー
ル1, 579㎡) 　 ③普 通敦 室、 特別 教室、多 目 的
ホ ー ル、 体育 館、ク ラブ ハウ ス 一股 用プ ー
ル ・笳 卮× 6 コ ー ス　 幼児用プ ール・11mx3m　

④平 成5 年4 月 予定

● ( 仮称) 都市提 携記 念生 物園
① 保木間 二丁 目17番1 弓(元 溯 江公 園内) 　 ②

鉄 筋コ ン クリ ート 迺( 一 部 鉄骨 造) 　地 上2
蕩、地 下1 階　延床 面稍 約2, 500㎡　 ②生物 園 、
畝鳥 函、食草園 、屋 外園　 ④平成5 年10 月予定

● ( 仮称) 伊興 遺 跡公 園

①東 伊興 町13番1 号　 ② 敷地 面 積2, 716㎡　
延 床面 積300㎡　 展 示楪( 鉄骨造2 蕩建) 　駐

車為8 台 収容　 ③ 展示 棟( 伊興 遺跡 出土品 展
示) 　④平 成5 年10月予 定

● ( 仮称) 児童文化センター・ホール
①粟原一丁目3番1号　②鉄筋コンクリート
造( 一部玖骨) 　地上4階、地下2階　延床
面 碕15, 086㎡　 ③ 科幸 展示童 、プラ ネタ リ ウ
ム 、イベ ント ホ ール 、研修 蚕( 2 室)、 多目 的ホ
ーJ レ皿 、地 下駐 車場60台 収容　 ④平 嵎6
年3 月 予足

● ( 仮称) べル モン ト公 園
① 廊島 一 丁目33 躊、 梅 島二 丁 目17番　 ②12, 966. 37

㎡　 ③陳 列館( 鉄筋コ ン クリー ト 造2
階 建) オ スト ラリ アの 工芯 品な どを 展 小　
駐 車場25台 収容　 ④ 平成5 年7 月予定

● ( 仮称) 那須 区 民保 養所「那須 ・ 森の家 」
①栃 木県 那 須郡 那須 町 大字 屬 本 字 新林206　

②鉄筋 コン クリ ート 造　 地 上2 階、 地 下1 階
延床面 積3, 898. 94㎡　 験地 面積16, 882. 32 ㎡
②部 屋数　22 墮(和 墮17靈 、和岸 室5寮) 　宿 泊

人鰄　120 人　 ④平 成5 年7 月 予定

● ( 仮称) 平成 泉橋
①神明三丁目～八肩市浮塚　②陬純銅合呪鈑
桁人道橋　橋長24. 0m　幅員5. 0～9. 2S　④
平成5 年12月予 定

● ( 仮 称) 特別 養護 老人 ホー 厶 「扇」
① 扇一丁 目52番239　 ② 鉄筋 コン クリ ート 造

鮪 卜4 陪、 地下1 湎　 延 床面 積4, 309. 62㎡　
③ 特別 費護 老人 ホー ム　 人祠76人( 一般36 人、
痴 呆40人) 高齢考 在 宅サ ービ スセン タ ー　 ④
平 成5 年4 月予定
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本 庁 舎( 千 住) へ の お 問 い 合 わ せ は …

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

年

金

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
3

月
1
9日
(
金
)
、
午
前

1
0時

と
午
後
2
時
の
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
と
な
り

プ
レ
(
ブ
会
議
室

対
象

昭
和
8
年
4
月
2
日
～

5
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

4 月 か ら

保険料が改定
になります

国
民
年
金
の
保
険
料
は
4
月

か
ら
月
額
1
万
5
0
0円に
な
り
ま

す
(
付
加
保
険
料
は
、
従
来
ど

お
り
月
額
4
0
0
円
)
。

年
金
額
は
生
活
の
安
定
に
役

立
つ
よ
う
、
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
ご

」の
た
め
、
保

険
料
も
段
階
的
に
改
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
健
全
な
発

展
の
た
め
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

保

険

就
職
・
退
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
を

□
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
方

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に

就
職
し
て
新
た
に
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
り
、
そ
の
扶

羨
家
族
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
動
的
に
は
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
や
め

る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
勤
め
先
の
健
康
保
険
証
　

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
届
出
人
の
印
か
ん

□
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方

、
そ

の
扶
養
家
族
の
方
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す

。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明

書
ま
た
は
退
職
証
明
書
、
離

職
票
な
ど
、
や
め
た
月
日
が

確
認
で
き
る
も
の
)

▽
届
出
人
の
印
か
ん

▽
届
出
人
の
住
所
・
氏
名
が

確
認
で
き
る
も
の
(

運
転
免

許
証
、
公
共
料
金
の
領
収
書

な
ど
。
た
だ
し

、
代
理
人
の

場
合
は
不
要
)

▽
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
証

▽
7
0
歳
未
満
の
方
で

、
厚
生

年
金

、共
済
年
金
受
給
者
(
国

民
年
金
を
除
く
)
は

、年
金
証

卉
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は

、
保
険
証

は
後
日
郵
送
に
な
り
ま
す

。

い
ず
れ
も

、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は

、
国
民
健
康

保
険
課

、
ま
た
は
各
区
民
事
務

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係昔
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

福

祉

戦後強制抑留
さ れ た 方 へ

請 求 期 限 は

3 月31日です

戦
後
、
旧
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル

で
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
、
ま
た

は
そ
の
遺
族
を
対
象
に

、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
慰
労
品
(

書
状

・
銀
杯
)

を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、
帰
還
さ
れ
た
方
々
の

う
ち

、
年
金
恩
給
や
公
務
員
の

共
済
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

な
い
方
に
は

、
慰
労
金
1
0
万
円

(
2
年
償
還
の
国
憲
債
券
)

が

支
給
さ
れ
ま
す

。

請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金

〒
1
1
2文
京
区
大
塚
5
　
-
3
1
1
3

登
(
3
9
4
5
)
4
7
0
3

※
請
求
書
は

、
民
生
係
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

庄
)
　

・
民
生
係

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

国
民
宿
舎
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
を
対

象
に
、ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

親
子
そ
ろ
っ
て
の
旅
行
に
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
場
所

熱
海
、
大
島
な
ど

8
ヵ
所

宿
泊
料

無
料
。
た
だ
し
、
入

湯
税
等
は
自
己
負
担

氷
年
度
内
2
泊
ま
で

。

申
込
方
法

各
施
設
へ
直
接
電

話
予
約

利
用
券
の
交
付
手
続
き

予
約

後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
た
は

児
童
助
成
係
で

、
利
用
券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
そ
の
際
、
ひ
と
り
親

家
庭
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
も
の
(
母
子
年
金
・
児

童
扶
養
手
当
証
書

、
児
童
育

成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
)
　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
―
)
、
ま
た
は
本
庁

舎
♀

住
)
・
児
童
助
成
係

表1 福祉事務所一覧

〈
第
1
回
〉

〝春
風
〟
ふ
く

ふ
く
ま
つ
り

足
立
区
綾

瀬
福
祉

園
・
楓

(か
え
で
)

作
業
所
・
足
立
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
3

施

設
が
、
地
域
の
方
々
と

ぶ
F

ふ
く
ふ
く
ま
つ
り
を
閧
催
し
ま

す

。(
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
た
ち
が

力
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
る
施

設
で
す

。
ぜ
ひ

、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

。

日
時
3
月
胞
土
)
、午
前
1
0
　

時
～
午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)

場
所

綾
瀬

障
害

福
祉

施
設

(
東
部
福
祉
事
務
所
併
設
)

内
容

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

、
バ

ザ
1

、
模
擬
店
、
活
動
公
開

な
ど

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の

で

、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
党

千
住
)

。

障
害
福
祉
課
計
画
調
整
係

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

事
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地

域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お

り
問
合
せ
先

下

水
道
局
小
菅

分
室

酋
(
5
6
8
　

0
)
6
3
3
　

1な
お
、
水
洗

化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2 水 洗 化 可 能 地 域

教

育

夜
間

学
級
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

第
四
中
学
校
の
夜
問
学
級
で

は
、
平
成
5
年
度
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象

▽
中
学
校
の
全
課
程
の

勉
強
が
し
た
い
方

▽
中
学

校
の
卒
業
資
格
が
ほ
し
い
方

□
日
本
語
学
級

外
国
か
ら
戻
っ
て
き
た
方
な

ど
に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

す
。
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
中

国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。

対
象

永
住
の
資
格
が
あ
り
。

学
歴
が
8
年
以
下
の
方

-

い
ず
れ
や
卜

学
習
日
時

月
曜
～
土
曜
日
、

午
後
5
時
3
0分
I
9
時

斑
毎
日
給
食
(
夕
食
)
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

第
四
中
学

校
夜
間
学
級

道
路
交
通
環
境

整

備

月

間
　

3
月
1
日
～
3
1日
　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

I
明
る
く

き
れ
い
に

安
全
に
～

く
わ
し
く
は
、
あ
だ
ち

広
報
3
月
1
5日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。A

路
政
課
V

さ
(
3
8
8
7
)
1
4
6
6
　

(
午
後
2
時
～
1
0
時
)

お
し
ら
せ

都
市
農
業
公
園

が
休
園
し
ま
す

江
北
公
園
内
に
あ
る
都
市
農

業
公
園
は
改
良
工
事
の
た
め
4

月
1
日
か
ら
平
成
6
年
9
月
ま

で
休
園
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
議
室
、
実
習
室
等

集
会
施
設
は
、
引
き
続
き
利
用

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

つ く し( 荒 川土 手 に て)

仕

事

事業 主の皆さ んへ

内 職 に 適 し た 仕 事

はありませんか

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で

は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・

求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
つ
て
い

ま
す
。

□
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

簡
単
な
手
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
事

業
主
の
方
で
、
家
庭
で
で
き
る

簡
単
な
手
仕
事
な
ど
、
内
職
に

適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
方

求
人
票
を
自
由
に
兒
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
条
件
に

合
つ
た
仕
事
が
あ
れ
ば
、
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
(
綾
願
プ
ル

ミ
エ
内
)

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

□
春
の
火
災
予
防
運
動
　
　
　

3
月
1
日
～
了
日
　
　

「
火
の
用
心
/

わ
が
冢

の
安
心

地
域
の
安
全
」

A
西
新
井
消
防
署
V

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:広
報
課

=
催
し
物
=

☆
「幸
せ
な
老
後
生
活
」を

自
分
の
力
で
確
保
す
る
た
め

に
民
間
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
す
る
際
、失
敗
し

な
い
選
び
方
等
の
相
談
を
受

け
付
け
中
(
無
料
)
/
午
前
9

時
～
正
午
百
・
祝
日
を
除

く
)
/
サ
ン
老
人
福
祉
会
・

奥
田
昔
(
3
6
0
5
)
6
8

☆
ヨ
ガ
体
験
講
座
木
曜
コ

ー
ス
3
月
H
・
1
8
・
2
5

日
、
金
曜
コ
ー
ス
3
月
1
2

・
1
9
・
2
6
日
、
各
コ
ー
ス
午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
青
年

セ
ン
タ
ー
/
2
千
円
/
藤
ノ

木
゛
(
3
8
4
0
)
4
3
8

☆
S
婦
人
倫
理
講
演
会
「女

性
の
フ
″
ン
ク
シ
ョ
ン
」

3
月
1
4
日
(
日
)
、午
後
2
時
～

3
時
4
0
分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
/
出
口
登
(
3
6
2
9
)

1
5
6
0
/
3
月
1
6
日

(
火
)
、午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
/

北
千
住
ル
ミ
ネ
7

階
ウ

イ

ズ
サ
ロ
ン
/

鈴

木

昔

(
3
8
8
9
)
6
2
2
1

=
募
集
=

☆
透
明
水
彩
画
初
心
者
の
集

い

第
1
・
3
火
曜
日
、
午

後
1
時
3
0分
～
/
都
市
農
業

公
園
会
議
室
/
3
ヵ
月
分
、8

千
円
/
横
田

昔
(
3
9

±
7
0
2
2

☆
手
あ
み
教
室
(
ひ
ま
わ
り

会
)
第
2
・
4
火
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
/
竹

の
塚
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
歓

迎
/
入
会
金
5
0
0
円
、
月
額
2

千
円
/
星
野

昔
(
3
8
8
5
)
0
0
8
3

☆
合
気
道
(
健
康
千
島
会
)
　

毎
週
日
曜
日
、
午
浚
6
時

～
8
時
3
0分
/
扇
中
学
校
体

育
館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
中
学
生
、
高
校
生

歓
迎
/
鈴
木

昔
(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

☆
女
声
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず

み
)

月
4
回
金
曜
日
、
午

前
1
0時
～
正
午
/
鵆
年
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
三
城

昔
(
3
8
8
0
)
3
8
8
1

☆
茶
道
サ
ー
ク
ル
(
し
め
じ

会
)

毎
週
水
曜
日
、
午
後
6

時
～
9
時
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
岩
井

昔
(
3
8
8
2
)
0
0
6
7
(

夜
問
)

☆
イ
ン
テ
グ
ラ
ヨ
ー
ガ

毎

週
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
/
う
き
う
き
館
/
入

会
金
千
円
、月
額
2
千
5
0
0
円

/
萩
原
登
(
3
8
8
5
)
5

☆
生
花
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ブ
ー
ゲ
ー
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作

り
ま
す
月
3
回
火
曜
日
、

午
後
6
時
～
8
時
3
0
分
ノ
エ

ル
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
3

千
円
(

花
材
費

別
)
/

鈴
木

昔
(
3
8
8
0
)
0
5
1
0

☆
中
国
語
会
話
(
足
立
中
国

語
研
究
会
)
毎
週
火
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
北
千
住

駅
周
辺
集
会
所
/
入
会
金
千

円
、月
額
3
千
円
/
前
沢

合
(
3
8
8
1
)
3
8
1
4

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
足
立
フ

ー
フ
ワ
ー
ズ
)
毎
週
木
曜
日
、

第
1
・
3
土
曜
日
、
午
前
1
0

時～
正
午
/
竹
の
塚
グ
ラ
ウ

ン
ド
ほ
か
/
月
額
千
円
/
丸

山
`
l
(
3
8
8
4
)
4
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
'
(
あ
ゆ
み
サ

ー
ク
ル
)

毎
週
木
曜
日
、

午
後
7

時
～
9

時
/

千
庄
周

辺
/

初
心
者
募
集
/

月
額
3

千
円
/

荒
木

昔
(
3
8
8
2
)
9
7
2
3
(

午
後
6

時

以
降
)

☆
手
あ
み
(

同
好
会
編
物
教

室
)

第
2

・
4
木
曜
日

、

午
後
6

時
3
0
分
～
8

時
3
0分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

月
額

干
5
0
0円/

野
村

昔
(
3
8
8
3
)
5
3
5
2
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ま
す
ま
す
便
利
に

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

保
養
所
の
F

約
シ
ス
テ
ム

に
続
き

、ス
ポ
ー
ツ
施
設
(
テ

ニ
ス
・
野
球
)
の
予
約
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
便
利
に
な
っ
た
「
あ

い
ネ
ッ
ト
型

ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
も
、
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。
く
わ
し

く
は
広
報
課
へ
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
広
報
課

?
3
8
8
2
T
I
I
I

い ろい ろ な情 報 が 見ら れる
「あい ネ ット21 」

募

集

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員

応
募
資
格

衛
生
検
査
技
師
、

ま
た
は
臨
床
検
査
技
師
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

仕
事
の
内
容

水
質
・
食
品
化

学
検
査
、
臨
床
検
査

勤
務
時
間

週
5
日
以
内
、午

前
9
時
～
午
後
4
時

募
集
人
数

若
干
名

黄
金

日
額
9
千
6
5
0円

応
募
方
法

電
話

応
募
・
問
合
せ
先

衛
生
試
験

所S
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
内
の
小
学
校
6
年
生
を
対

象
に
2
泊
3
日
の
日
程
で
吁
つ

日
光
自
然
教
室
の
引
率
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
な
お
、
何
回
で
も

引
率
で
き
ま
す
。

資
格

教
員
免
許
ま
た
は
養
護

教
諭
・
保
健
婦
・
看
護
婦
の

資
格
取
寿
者
で
年
齡
3
0歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
方

職
務
内
容

日
光
自
然
教
室
の

引
率
補
助

期
間
5

月
1
0日
～
7
月
9
日

と
9
月
5
日
～
1
0月
2
9日
で

都
合
の
良
い
日

勤
務
時
間

各
小
学
校
出
発
時

か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
3

謝
礼

―
回
の
引
率
に
つ
き
3
　

万
6
千
円
(
税
込
み
)

申
込
期
限
3

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
校
外
学
園
係

宿 泊 先 の 日 光 林 間 学 圃

手
話
奉
仕
員

聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解

が
あ
り
、
手
話
通
訳
活
動
に
熱

意
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

▽
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▽
平
成
5
　

年
4
月
1
日
現
在
で
1
8歳
以

上
の
方

▽
手
話
学
習
ま
た

は
活
動
の
経
験
が
、
お
お
む

ね
3
年
を
超
え
る
方

遇
考
日
3

月
2
1日
(
日
)

選
考
場
所

竹
の
碾
障
害
福
祉

館
選
考
科
目

手
話
表
現
・
読
み

取
り
、
筆
記
試
験
(
墨
礎
知

識
)
、
面
接

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

用
紙
を
請
求

申
込
期
限
3

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
議
会

霖
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

住
区
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

従

事

者

庄
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
従
甲
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

。ま
た

、

お
名
前
を
U

録
し
て
い
た

だ
く
と

、
お
近
く
の
庄
区

セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま

す

。
募
集
施
設

表
3

の
と
お

り
対
象
5
0

歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
女
性

仕
事
の
内
容
小
学
生
　
　

(
1
～
3
年
生
)
の
保
　

育
な
ど

勤
務
時
間
川
～
L
曜
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
5
時
、ま
た
　

は
T

陂
1

時
～
5

時
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン

湎
2
4
時
間
程

呉
謝
礼
1

時
問
あ
た
り
7
9
0円
　

(
交
通
費
は
支
給
で
き
ま
せ

ん
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

7
溽
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課S
(
3
8
8
0
)
5
1
9
Q
)

表3 住 区センタ ーボラン ティ ア募集 施般

もう すぐ 菜 の花 が 見ご ろ

相

談

教
育
相
談

登
校
を
嫌
が
る
、
落
ち
箝
き

が
な
い
、
忿
菓
が
遅
い
な
ど
、

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
に
、
児
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
相
談
9
が
、
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
を

守
り
ま
す
。

◆
。面
接
相
談

受
付
日
時

祝
日
を
除
く
厄
週

月
～
金
曜
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

甲
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
　

室
(
竹
の
塚
2
-
2
5
-
2
1
)
　
`

‘
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1
　

▽
敦
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

稜
瀬
分
室
(
綾
瀬
I
-
割
1
　
7
1
1
0
2

綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)

S
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

電
話
相
談

受
付
日
時
祝
日
を
除
く
毎
週
　

月
I
金
曜
日
、午
前
9
時
～
　

午
後
4
時
3
0分

相
談
受
付
先

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
室

豐
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

あ な た の 相 談 室
問合せ 先 足 立区役 所本庁舎( 干住) 1 階区民 相談 室
所 在 地 干 住1- 4- 18D3882- 1111 ㈹

困 っ たこと や 心配 なこ と があり まし たら 、お気 軽にご 利 用く ださい( 無 料・秘密 厳守)

掲示
板

□
地
域
巡
回
医
療
福
祉
相
談

病
気
を
治
療
す
る
際
の
心

理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な

悩
み
に
。
医
師
な
ど
の
専
門

家
が
応
じ
ま
す
。

日
時
3
月
1
3
日
玉
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

産
業
振
興
館

問
合
せ
先

臾
部
地
域
病
院

医
療
相
談
室

豐
(
5
6
8
2
)
5
1
1
1

□
江
北
高
校
定
時
制
2
次
生

徒
募
集

願
s
受
付
4

月
I
・
2
日

試
験
日
4

月
5
日
(
月
)

試
験
教
科

国
・
数
・
英
　

(
2
5歳
以
上
の
受
験
者
は

希
望
に
よ
り
、
作
文
と
面

接
の
み
で
す
)

問
合
せ
先

都
立
江
北
高
校

定
時
制
課
程

a
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

□
短
期
講
習
「3
級
簿
記
」

科日
時
4
月
7
日
～
6
月
2
　

日
の
月
、
水
、
金
曜
日
、

午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
5
5
　

分
定
s
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
4

千
5
0
0円

受
付
期
間
3
月
8
日
～
1
2
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
7
　

時
(
8
日
の
み
午
後
6
時
　
～

7
時
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

さ
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
平
成
5
年
度
東
京
都
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

応
募
資
格
都
内
在
住
で
、

4
月
1
日
現
在
2
0
歳
以
上
　

の
方
(
公
務
貝
は
除
く
)

仕
s
の
内
容
ア
ン
ケ
ー
ト
　

調
査
、会
議
の
出
席
な
ど

謝
礼

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

―
回
に
つ
き
千
3
0
0円程
度

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
庄
所
、
氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
作
文

「
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で

思
う
こ
と
」
を
明
記

応
募
期
限
3

月
旧
日
消
印

有
効

応
募
・
問
合
せ
先

東
京
都

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
6
2
　

新
宿
区
神
楽
河
岸
―
-
I
　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
1
6
　

階
)

昔
(
3
2
3
5
)
4
1
5
5

□
上
野
助
物
園
歴
史
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ

期
間
3

月
2
5日
～
3
1日
　

(
2
8・
2
9日
を
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9
時
3
0分

～
受
付
場
所

総
合
案
内
所
前

定
員

親
子
3
0
0組(
先
着
順
)

問
合
せ
先

上
野
動
物
園
　

昔
(
3
8
2
8
)
5
1
7
1

□
水
族
園
魚
。チ
ン
ク
「
さ

か
な
の
か
た
ち
」

期
間
3
月
2
5
日
～
3
1
日
　
　

(
2
8
・
2
9
日
を
除
く
)

受
付
時
間
午
前
1
0
時
～
H
　

時
受
付
場
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

問
合
せ
先

葛
西
臨
海
水
族

園さ
(
3
8
6
9
)
5
1
5
2

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
期
間
は
、3
月
1
日
1
2
2

日
で
す
(
無
料
)
。

縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定

資
産
税
の
納
税
者
本
人
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
)
。納
税
通
知
書
等
を

ご
用
意
さ
れ
る
と
手
続
き
が

早
く
済
み
ま
す
。

聞
合
せ
先

足
立
都
税
事
務

所昔
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
確
定
申
告
は
お
早
め
に

(
3
月
1
5日
ま
で
)

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
税
理
士
は
税
理
士

バ
ッ
チ
を
軈
け
て
い
ま
す
。A

足
立
・
西
新
井
税
務
署
V

・
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学

説
明
会
(
無
料
)

日
時
▽
3
月
1
3
日
、午
後
　

1
時
～
6
時
▽
1
4
日
、

午
前
H
時
I
午
後
4
時
3
0
　

分
場
所

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

内
容

各
大
学
ご
と
に
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
大
学
の

内
容
や
通
信
教
育
で
の
学

習
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

問
合
せ
先

助
私
立
大
学
通

信
教
竒
協
会

昔
(
3
3
2
0
)
2
6
2
7

□
社
会
人
対
象
の
生
徒
募
集

(夜
間
定
時
制
)

募
集
科
目

簿
記
会
計
、
パ

ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
珠

算
等

寮
普
通
科
目
も
修
得
す
れ
ば

商
業
高
校
卒
業
の
学
歴
取
得

も
气

対
象

中
学
校
を
卒
業
し
た

社
会
人
の
方

募
集
人
数
6
0
人

入
学
脱
明
会
3
月
1
0
・
1
7
　

日
、午
後
7
時
～

※
必
ず
ど
ち
ら
か
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い

。
時
間
が
合
わ

な
い
方
は
、
個
別
に
対
応
し

ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
深

川
商
業
高
校

昔
(
3
6
2
3
)
6
0
0
2

※
運
絡
は
午
後
4
時
～
9
時

に
。

□
東
京
建
築
高
等
職
葉
馴
練

校
生
徒
募
集

馴
練
期
間
2

年

授
業
日

毎
週
土
曜
日
。
午

前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
学
試
験
な
し
。

応
募
方
法

電
話
で
申
込
S

を
請
求
し
、
そ
れ
に
必
要

蹲
類
を
添
え
て
提
出

応
募
期
限
3

月
1
3日

応
募
・
問
合
せ
先

東
京
建

築
高
等
職
業
訓
練
校

s
(
3
4
6
1
T
2
6
1

□
少
年
相
談
所
開
設
の
お
知

ら
せ
(
無
料
)

日
時
3
月
1
9
日
～
2
1
日
、

午
前
m
一
時
～
午
後
5
時

場
所

大
丸
東
京
店
9
階

内
容

盗
み
、
シ
ン
ナ
ー
の

吸
入
、
家
庭
内
暴
力
な
ど

お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談

全
般

※
希
望
に
よ
り
専
門
の
相
談

員
が
心
理
テ
ス
ト
も
行
い
ま

す
。

問
合
せ
先

一
視
庁
少
年
第

一
課
(
少
年
相
談
室
)

昔
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

□
短
大
生
の
た
め
の
貸
間
、

ア
パ
ー
ト
の
登
録
を

都
立
医
療
技
術
短
期
大
学

で
は
、
'学
生
の
た
め
に
勉
学

に
適
し
た
環
境
の
貸
間
、
ア

パ
ー
ト
の
「
登
録
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
ご
S
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

登
録
・
問
合
せ
先

都
立
医

療
技
術
短
期
大
学
学
生
係

霓
3
8
1
9
T
2
1
1

□
第
1
期
「
都
民
カ
レ
ッ
ジ
」

受
講
生
募
集

開
講
期
間
4
月
5
日
～
6
　

月
2
7日

内
容

「
江
戸
・
東
京
」「
国

際
事
情
」
な
ど
8
科
目
群

受
鳩
資
格

都
内
在
住
・
在

勤
の
1
8歳
以
上
の
方

申
込
方
法

電
話
(
先
着
順
)

申
込
期
限
3

月
1
3日

申
込
・
問
合
せ
先

都
民
力

レ
ッ
ジ

▽
都
立
大
キ
ャ

ン
パ
ス

き
0
4
2
6
　
　
(
7
7
)
1
2
3
4

▽
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス

豐
(
3
2
1
5
)
4
3
2
1
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足立区予選会参加者募 集

□
卓
球
大
会

日
時
4

月
H
日
(
日
)
、午
前

9
時

場
所

江
北
セ
ン
タ
ー
体
育
館

種
目

年
齢
別

▽
男
子
2
9歳

以
下
、
3
0歳
以
上
、
4
0歳
以

上
、
5
0歳
以
上
、
6
0歳
以
上

▽
女
子
3
4歳
以
下
、
3
5歳
以

上
、
4
5歳
以
上
、
5
5歳
以
上

競
技
方
法

個
人
戦
、
種
目
別

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
資
格

区
内
在
住

在
動

(平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
)
　

お
よ
び
連
盟
加
入
者

参
加
費
I

種
目
鷆
円
(
当
日

会
場
で
納
入
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
動
務
先
、
所

属
チ
ー
ム
名
、
出
場
種
目
を

明
記

申
込
期
限
3

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

卓
球
連
盟

事
務
局

庄
司
徳
之
助

〒

1
2
1
西
伊
興
4
1
5
1
1
1

S
(
3
8
～
)
2
0
3
8

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時
4

月
4
日
百
)
、午
前

9
時
、
予
備
日
1
1‥日

場
所

北
千
住
公
園
庭
球
場
、

尾
竹
橋
公
園
庭
球
場

種
目

▽
男
子
・・一
般
、成
年
、

壮
年

▽
女
子
・・一
般
、
成

年
参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
動

お
よ
び
連
盟
加
入
者

参
加
費

一
般
…
I
チ
ー
ム
千

5
0
0
円

高
校
生
:
I
チ
ー
ム

千
円

申
込
方
法

住
所

氏
名
、
参

加
種
目
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
参
加
費
を
添
え

現
金
書
留
で
郵
送

申
込
期
限
3

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
事
務
局

鹿
角
正

昭

〒
1
2
0千住
柳
町
2
8
1
2
　

き
(
3
8
8
8
)
3
7
0
6

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
4

月
4
・
H
・
1
8・
2
5
　

日
、
予
備
日
5
月
9
・
1
6日

場
所

江
北
橋
緑
地
グ
ラ
ン
ド

A
、B
面

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
動

の
1
8歳
以
上
の
方
(
学
生
を

除
く
)

参
加
費
I

チ
ー
ム
8
千
円

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
3

月
1
0日

※
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
は
3
月
2
8

日
、
午
前
1
0時
か
ら
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー
会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
事
務
局

佐
々
木

a
(
3
8
9
7
)
0
7
6
0

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
4

月
H
・
1
8日
、
午
前

9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
他

種
目
6

人
制
、
9
人
制
の
男

女
競
技
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
動

者
で
構
虞
さ
れ
た
チ
ー
ム

費
用
I

チ
ー
ム
3
千
円
3
　

月
1
1日
午
後
7
時
中
央
本
町

会
議
室
に
持
参

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
3

月
1
0日

申
込
・
問
合
せ
先

田
中
重
行

〒
望
(
町
3
-
1
0
-
1
5

昔
(
3
8
5
0
)
3
9
9
5

情 報 コ ー ナ ー

世 帯 と 人 口( 5 年2 月1 日 現 在)
世 帯　255, 820
人 囗　646, 119 人

男　　328, 518 人
女　　317, 601 人

足 立シ ニ ア ク ラブ 主 催

レ クリ エ ー ショ ン ゲ ーム

公 開 講 座
地 域 活 動 や グ ル ー プ 、 家 庭 で 楽

し め る レ ク リ エ ー シ ョ ン を 楽 し ん
で み ま せ ん か 。
日時3月27日( 二士二) 。午後7時～　

9 時
場 所 本 庁 舎( 千 住) 7 階 大 会 議 室

対 象 地域 活 動 など に 携 さ わっ て
い る 方、 ま た は 興味 のあ る方

内 容 集会 や レ クリ エ ー シ ョン で
使 え るゲ ー ム アラ カ ルト

講 師 増 田 徼 氏( 都レ クリ エ ー ジ
ョン 協会 所 属)

定 員50 人
費 用 無 料
申 込方 法 電 話
申 込 ・問 合 せ先 本 庁舎( 千 住) ・

少年 育 面 係B3882 ―1311㈹

足立ジュニア吹 奏楽団
定 期 演 奏 会 と 団 員 募 集

□ 定 期 演 奏 会
団 員 カt Gヽを 込 め て 演 奏し ま す。

子ど も た ちの 澄 ん だ 音 色を ご家 族
で お 楽し みく だ さ い。
日時3 月14日( 日) 、午 後2 時30　

分 か ら( 入 憊無 料・直接 会 場へ)
場 所 石 反野 小 学 校 体育 館
演 奏 曲 目 君 を の せて 、 サ ウンド

オブ ミ ュー ジ ック メ ドレ ー 他
□ 団 員 募 集 。

足立ジュニア吹奏楽団は小学4～
6 年生 で 構 成さ れて い ま す。 今

回、 平 成5 年度 の 新 入団 鰄を募 集
し ます 。
応募 資 格 平 成5 年4 月 に 新し く

区 内 の 小 学 校4 、5 年 生 にな る
児童

募集 人 員 新4 年 生 … 30人 稈豸 、
新5 年 生 … 10人 程度

申 込方 法 各 小学 校 の 音楽 担当 教
諭に 配 布し た申 込 書 で、 直 接 文
化振 興 係 へ

選 考 方法 簡 単な 面 接 等に より 決
定

申 込 期限3 月15日 必 着
申 込・ 問 合 せ 先 本 庁 舎 〔千 住l 　

一文 化 振 興 係 〒13 〕千 住1- 　4
―1803882 ―1111( 代)

集 まれ! ち び っ 子 つり 仲 間
第15 回

少 年 魚 つ り 大 会
日時3月28日( 日) 、午前9時～　

正午( 午前8時～8時45分受け　
付 け、 小 雨 決 行)

場 所 元 渕 江 公園 内 つ り 場( 保 木
間2 ―17 ―1 、 竹 ノ 筱駅 東口 下

車 徒歩20 分)
対 象 区 内 在 住 ・在 学 の 小学3 年

生 から 中 学 生 まで の 男 女
定 員200 人
費 用 無料( つり 貝 、 エ サ、ビ ク

等は 各自 で 用 意)
申 込 方法 当 日 直接 会 場 へ
問 合 せ先 体 育 協会

03882 ―1111㈹

いっしょに ボ ランティア し ませ んか
□ 朗読ボランティア養成講習会　　　

J ( 初級)
日程` 4月9日～7月16日、毎週　

金曜日、午後1時30分～3時30　
分( 全15回)

対象 区 内 在住 ・ 在動 で 初 め て朗
読 を 学 ぶ方 で 講 習会 終 了 後 ボ
ラ ン テ ィア とし て の活 動を 希 望
す る 方

定 員24 人( 先 着順)
費 用 無料( 教 材費 等 は自 己 負 担)
申 込 方法 往 復 ハガ キ に 、 郵便 番

号 、 住所 、 氏 名、 年 齢 、電 話 番
号 、性別 、職 業 、応 募 の動 機( 簡
濔 に) 、「朗 読 ボ ラン テ ィア 希望 」

と明 記( 返信 用 ハガ キにも あ て
名記 入)

□ 点訳ボランティア養成講習会

日程4月21日～7月14日、毎週　
水曜日、午後1時30分～3時30　
分( 全12 回)

対 象 区 内 在 住 ・在 勤 の方 で 講 習
会終 了 後 、 ボ ラン テ ィ アとし て
の活 動 を 希望 する 方

定員24 人( 先 柵順)
費 用 無 料( 教 材 費 等は 自 己負 担)
申 込方 法 往 復 ハガ キに 郵 便 番

号、 住 所 、氏 名、 年 齢、 電 話番
号、性 別 、職 業 、「点 訳ボ ラ ンテ
ィア 希 望 」 と明 記( 返信 用 ハガ
キ に も あ て 名 記入)

- い ず れ も一
場所 ・ 申 込 ・問 合 せ 先 西 綾 瀬ボ

ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 〒120 西
綾 瀬4- 5- 6U3880 ―8356

足 立区 教 育振 興 公社 設 立 記念

あ だち区民大 学
文化芸術特別講演会

4月から東京都美術館で開催さ
れる「ロシア近代絵画の至宝～ト
レチャコフ美術館展～」に先立ち、
特別 講 演 会を 閧 催し ま す 。
日時3月20日( 土) 、午後3時～　

5 時
場所 動労 福 祉 会 館( 綾 瀬プ ルミ

エ 内)
対象 区 内 在 住 ・ 在勤 ・ 在学 の 方
テ ー マ 「絵 画 に学 ぶ ロ シ アの 匣

史と文化」～知らなかったロシ　
アが見えてくる～

講 師 新田 喜 代 見 氏( ロ シ ア美 術
史家 ・ 埼玉 大 学 講師)

定員150 人( 抽 選)
費用 無 料
申 込 方 法 往 復 ハガ キに 住 所・ 氏

名 ・ 年齢 、「特別 講 演 会希 望 」と
明 記

申 込 期限3 月12 日必着
※ 受 講さ れた 方 には 、「ト レ チ ャコ
フ 美術展」の招待券を 差し 上げ ます。
申 込 ・問 合 せ 先 本 庁 舎( =F 住)
・ 文 化 振 興 係 〒120 千 住1- 4- 18S3882

―1111㈹

女 と 男の フリ ー スペ ー ス

「女性 がつくる
= 会 社 設 立と そ の 後 」

複 合不 況 とも 言 わ れ る今 、 女 性
起 業冢 た ち はど う 乗 り切 って い る
の でし ょう か。自ら 会 社 を つく り 、
ま た女 件 起業 家 を 応 援す る 「WWB(

一 女 性 のた め の 世 界銀 行) ジ
ャパン 」 の 事 務局 長 をつ と め る 、
あ だち ゆき こ さ ん を ゲス ト にお 迎

えし ま す 。
こ れ から 会 社 を つく り た い、 女

性 の 生 き 方に あ っ た仕 事 を 考え た
い と いう 方、 ま た仕 事 を 見 直し て
みた い とい う 方 はぜ ひ お 越し く だ
さ い 。男 性 の 方も 歓迎 し ま す。
日時3月18日( 木) 、午後6時30　

分～8W30: 分
費 用 無 料
申 込 方法 電 話ま た は 直接 窓 口
場 所 ・申 込 ・問 合 せ 先・ 女 性 総 合

セン タ ー113880 ―5222

青 年セ ンター の催 し
□ 青 年 ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 講 座

～アースデイにボランティア～　
今 年で4 回 目を 迎 え る アー ス デ

イ に向 け て 、 様 々な イ ベン ト の 準
備 が 進め ら れ てい ま す 。

そ の中 の ひ とつ とし て4 月19 日
に 予 定さ れ てい る 、 子 ども の ため
の 環境 を 考え るイ ベ ント の ボ ラン
テ ィア と し て 参 加 し て み ま せ ん
か? その 準備 の た め の 打ち 合 わせ
と 研修 を 行い ます 。
日時3月21日( 日) 、午前10時～　

正 午
対 象 高 校生 か ら30歳 まで の 青年

男 女
内 容 ア ース デ イの 考 え 方 と日

本 にお け る 取り 組 み じ>子 ど も
た ち のた め の 環境 学 習 プロ グ ラ
ムを 考え る し>実施 に むけ て の
学 習

定員40 人
持 ち 物 軍 手 、 筆 記用 具
服 装 動 き や す いも の

申 込 方 法 電 話( 先 着 順)
□ 子 育 て を 応 援 し ま す

- 3 月 の 子 育 て サロ ン ー
子 育 て につ い て、 若 い お 母さ ん

同 士 の自 由 な おし ゃべ り サ ロン で
す 。
日時3月17日( 水) 、午前1( j 玲～　

正 午
費 用 無料
申 込 方法 当 日会 場 へ
□ 子 育 て 通 信 ラ ツ コづ く り

子 育て の体 験や 必 要 な 情報 を 素
材 に し て 新 聞 づ く り を し て い ま
す 。 誰で も 参加 で き ま す。
日時3月19日( 金) 、午前10時～　

正午
費 用 無 料
申 込方 法 当 日会 場ヘ

ー い ず れ も一
場所 ・ 申 込 ・問 合 せ 先 青 年 セン

タ ー03890 ―0061
※ 子 育 て の 催し は お 子さ ん の 保育
を し ます 。問 い 合 わ せく だ さ い。

3 月 の安売りデ ー

青 果物3 月17 日( 水) ・・・黄 緑の
ノボ リ のあ る お 店

魚3 月19日( 金) ・・・青い ノ ボリ

のあ る お 否
主 催 じ>東 京 都 青果 物 商業 協 同 組

合千 住 ・ 西 新井 ・ 綾 瀬支 部 に>
関 東 水 産 物 商業 協 同 組 合 西 新
井 ・ 千 住 支 部

後援 足 立区
RECYCLE PAPER
―森林資源を大切に―

I SJ 240, 000


